
＜今年度の視点＞

 ・時間外勤務の縮減等のワークライフバランスの推進は「管理職の重要な責務」であることを踏まえ，所属長等が主体的な役割を果たすべき取組を重点実施。

 ・また，第7次大綱に掲げる「働き方改革」の一環として，7～9月の時短推進月間に時差出勤を実施し，職員のワークライフバランスの更なる推進を図る。

項目 内容 項目 内容

定時退庁日 毎週水・金（時間外は次長決裁） 定時退庁日 継続実施

ムダ排除推進 重点９項目の実施（資料の簡素化等） ムダ排除推進 〃

週１ミーティング 情報共有や事務改善等 週１ミーティング 〃

時間外事前命令の徹底 30分前までに事前命令を承認 時間外事前命令の徹底 〃

時間外実績の庁内公表 四半期毎に所属別実績を庁内公表 時間外実績の庁内公表 〃

業務の平準化
時間外勤務が偏っている職員の事務
分担見直し（45h/3ヵ月,180h/6ヵ月）

強
化

過重労働の是正
・時間外勤務 年360時間(540時間)の遵守
・職員の状況把握と事務分担等見直し

完全消灯の実施
・月１回(最終金曜日)19時完全消灯
・人事課が庁内巡視

強
化

完全消灯の実施
・月２回（実施日増）19時完全消灯
・7～9月は次長が庁内巡視

年休取得促進
・記念日年休等の積極的な取得
・月１日以上の年休取得
・２日間以上の連続休暇

強
化

年休取得促進
・年休取得計画表の作成徹底
・所属長による取得状況確認

16時以降の業務指示の禁止 早めの業務指示

16時以降の会議等の禁止 県内部の会議を対象

16時以降の調査照会の禁止 必要最低限。十分な調査期間を確保

□上記内容を重点的に取り組むとともに，以下の内容を合わせて実施

項目 内容 項目 内容

朝型勤務
・7～8月実施
・30分のほか，60分前倒しを追加

拡
充

時差出勤
・7～9月実施
・早出勤務に加え，遅出勤務を実施

時間外実態調査 各部次長等によるヒアリングの実施 時間外実態調査 継続実施

夏季･年次休暇取得促進 夏季休暇５日＋有給休暇３日を目標 夏季･年次休暇取得促進 〃

退庁時間の情報共有 各自の退庁時間をデータ等で共有化 退庁時間の情報共有 〃

補正予算要求に伴う
作業見直し（財政課）

原則として16時以降は行わない
資料要求時には十分な期間を確保

補正予算要求に伴う
作業見直し（財政課）

〃

書類整理週間 最低１回の整理週間を設定 書類整理週間 〃

早めの業務指示 １６時以降は業務指示は行わない

１６時以降の会議禁止 県内部の会議を対象 ※ いばらきワーク・ライフ・バランス推進キャンペーン〔商工労働観光部〕

適切な調査依頼の実施 必要最低限。十分な調査期間を確保 県内一斉ノー残業デー（8/25･11/15），休暇取得推進期間（11/7～13）
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総実勤務時間の短縮に向けた取組
　（平成29年度「時間外勤務縮減・ムダ排除推進月間」実施要領【概要版】）
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通年化・取組強化

：重点取組事項（全部局共通）
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平成29年度 重点取組事項（全部局共通） 
重点１ 過重労働の是正 
 
① 所属長等は，その責務として，毎月，所属職員の時間外勤務の 

状況を的確に把握 
 
② 「月平均４５時間」を超過した職員がいる場合は，所属長等は， 

当該職員の業務の進め方を指導するとともに，事務分担の見直しや 

応援体制などを検討 
 
③ 上記の検討結果は，四半期毎に人事課に報告 
 

 

重点２ 完全消灯の実施 
 
① 毎月２回の完全消灯を実施。当日は，所属長及び総括補佐が責任 

を持って職員に退庁を促す。 
 
② 各部局次長は，19 時以降，担当部局内を巡視し，時間外勤務の 

事前申請がない職員がいた場合は，理由を確認し，事後申請を促す。 
 
③ この場合，各部局次長は，翌出勤日に該当する所属長等に状況を 

伝達するとともに，時間外勤務の事前申請の徹底を促す。 
 
重点３ 年休取得促進（年次休暇等取得計画表の作成と取得状況の確認） 
 
① 所属長等は，職員の希望を基に年次休暇等取得計画表を作成。 
 
② 人事評価の面談時（年３回）に，職員一人ひとりの年次休暇等の 

取得状況を個別に確認 
 
③ 年次休暇等の取得が少ない職員については，応援体制の整備など 

改善措置を検討 
 

＜第７次行革大綱数値目標＞ Ⅰ－１－(2) 働き方改革の推進                   ※いずれも教育・警察を除く全部局の数値 

指標 現状値（H27） 直近値（H28） 目標値（H32） 

時間外勤務時間（知事部局等） １１．７時間／月 １１．８時間／月 １０．５時間／月 

年休取得日数 （知事部局等） １０．６日 １０．７日 １４日 

平成29年6月 時間外勤務管理表

職名 職種 氏名 4月 5月 6月 7月 2月 3月 累計 月平均 360時間 540時間
1 － 次長 事務 A 360 540
2 次長 土木 Ｂ 12 8 9 29 9.7 331 511

　小計 12 8 9 29 4.8 - -
1 ○○課 課長 事務 Ｃ 5 8 13 4.3 347 527
2 主査 事務 Ｄ 21 6 7 34 11.3 326 506
3 係長 土木 Ｆ 43 57 39 139 46.3 221 401
4 係長 事務 Ｇ 39 29 34 102 34.0 258 438
5 係長 事務 Ｈ 9 28 42 79 26.3 281 461

　小計 112 125 130 367 24.5 - -
1 ○○課 課長 土木 Ｉ 12 18 13 43 14.3 317 497
2 主査 土木 Ｊ 18 32 46 96 32.0 264 444
3 係長 土木 Ｋ 41 51 48 140 46.7 220 400
4 主任 土木 Ｌ 16 14 16 46 15.3 314 494
5 主事 土木 Ｍ 26 32 39 97 32.3 263 443

　小計 113 147 162 422 28.1 - -

　合計 237 280 301 818 24.8 - -

残時間数
グループ

過重労働是正

報告書の提出

 
○ H29 実施日数（7 月～3 月） 

  15 日（対前年度比 ＋8日） 
 
○ 次長による庁内巡視 

     3 日（対前年度比 ＋3日） 

   ※時短推進月間(7-9 月)に実施 
県庁舎ライトダウン 

※　凡例 …  ★年次休暇 … 1日：1.0 ，半日：0.5 ，時間休：時間数÷8　　★夏季休暇 … １日：夏，半日：半夏
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計画 1.0 半夏 半夏 1.5 1.5 2.0

実績 1.0 半夏 1.0 1.0 1.5

計画 1.0 半夏 2.0 2.0 2.5

実績 0.5 1.5 1.5 2.0

計画 夏 0.3 1.0 1.3 1.3 2.5

実績 夏 0.3 0.5 0.8 0.8 3.5

年次休暇等取得計画表 （平成29年7月）
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